
私 立 大 学 図 書 館 協 会 東 地 区 研 究 部  
2007年度第1回運営委員・研究分科会代表者会議議事録 

 
日 時 ： 2007年5月18日（金） 15：00～16：15 
場 所 ： 東京経済大学 6号館7Ｆ 中会議室4 
出席者 ： 研究分科会代表者 
     ［分類］ 藤倉恵一（文教大学） 
     ［逐次刊行物］ 岡田光世（東邦大学） 副代表：小室啓子（文教大学） 
     ［パブリック・サービス］ 東屋由朗（上智大学） 副代表：小松泰亮（東京家政学院大学） 
     ［図書館運営戦略］ 櫻井友美（国士舘大学） 
     ［レファレンス］ 三上 彰（桜美林大学） 副代表：中山紗恵子（駒澤大学） 
     ［理工学］ 新谷 睦（芝浦工業大学） 
     ［相互協力］ 清水ゆかり（杏林大学） 
     ［西洋古版本］ 金田陽治（成城大学） 副代表：五島正美 （中央大学） 
     ［和漢古典籍］ 山田裕之（多摩美術大学) 

［北海道地区］ 京谷正博（札幌学院大学） 
［メタデータ］ 鈴木 学（日本女子大学） 

     ［情報リテラシー教育］ 内堀勇二（立教大学） 
     ［Ｌ-ラーニング学習支援システム］ 阿部潤也 （東京歯科大学)  

研究部運営委員 
       相田勉（国士舘大学）、加藤早苗（早稲田大学）、川越智之（駒澤大学） 

古山悟由（國學院大学）、佐々木眞理子（共立女子大学） 
佐藤裕子（慶應義塾大学）、中尾拓史（東京理科大学）、山下智美（帝京大学） 
丸本 操、小野昭美、関 達朗、久世泰子（研究部担当理事校・東京経済大学） 

欠席者 ： 研究分科会代表者 
     ［企画広報］ 冨田喜恵（中央学院大学) 

 
  会議に先立ち、出席者の自己紹介があった。 
 
 議 題 ： 
１． 2007年度研究部活動計画（案）について 

  研究部担当理事校より、資料1に基づいて説明があり了承された。 
 

２． 2007年度研究部予算（案）について 

  研究部担当理事校より、資料2に基づいて説明があり了承された。 
 

３． 2007年度研究分科会報告大会について 

研究部担当理事校より、2007年度研究分科会報告大会について、資料3に基づいて下記のよ 

うに報告があり了承された。 

①会場については、現在帝京大学での開催に向けて調整中である。 

②北海道地区研究分科会については、文書の提出により発表に替えることを認める。 

③パブリックサービス研究分科会については、発表時間延長の要望があり、発表時間を70分

とすることを認める。 

 

４． 2007年度研究分科会活動計画について 

研究部担当理事校より、資料4について説明があり了承された。 
また、各研究分科会においては、この計画に従って活動を行うよう要請があった。 



５． 研究分科会マニュアル2007年度版について 

  研究部担当理事校より、資料5に基づいて説明があり了承された。 
また、各研究分科会においては、当マニュアル中の「会計処理に関するガイドライン」に沿って予

算を執行するよう要請があった。 
 

６． 研究分科会運営上の問題点について 

研究部担当理事校より、メタデータ研究分科会より提出された「運営上の問題点」（資料6）につい
て説明があり、冊子作成などの諸経費について予算が不足した場合は、特別助成金の申請によって

これに充てることが了承された。 
これに関連して、冊子の作成について具体的な計画があるのかどうか、ＨＰ上での発表など、

他の形は検討しているのかという質問があり、分科会代表者よりすべて未定であり、今回の問

い合わせは、予算が不足した場合の対応についてのものである旨回答があった。 

  また、特別助成金の申請時期はいつ頃にしたらよいかとの質問があり、研究部担当理事校より、

執行の１～２ヶ月前を目安とし、運営委員会開催にあわせて申請することが望ましい旨回答があっ

た。 

  さらに、メタデータ研究分科会は2007年度末を以って活動を終了する予定であるとのことだ

が、これは廃会ということなのかという質問があり、分科会代表者よりそのとおりである旨回

答があった。活動開始当初より、活動期間についての目安を挙げており、2007年度末がその

目安にあたることもあり、現会員の中でも次期以降継続活動の意思はないとのことである。 

 

７． 分科会関連業務の分担について 

  研究部担当理事校より、資料7に基づいて説明があり了承された。 
 

８． 2007年度私立大学図書館協会スケジュールについて（資料8） 

  研究部担当理事校より、資料8に基づいて説明があり了承された。 
 

９． 協会ホームページについて 

①研究部担当理事校より、資料9に基づいて説明があり了承された。 
  ②また、各分科会が現在利用している「WWW情報資源提供サービス」について、連絡担当者が申 

請時と変更されている場合は、変更申請を行うよう要請があった。 
  ③私大図協ホームページ委員長より、現在ホームページを持っていない分科会でも、申請があれば

すぐに作成可能である旨、案内があった。 

 

１０． 研究分科会会員更新スケジュールについて 

更新担当理事校より、資料11に基づいて2008-2009年度研究分科会会員更新スケジュールにつ
いて説明があり了承された。 

 

  １１．その他 

  ①研究部担当理事校より、資料 10 に基づいて研究分科会代表者名簿の確認をしてほしい旨案内が
あった。 

②私大図協ホームページ委員より、各分科会ホームページへのアクセス状況が知りたい場合は、連

絡があればすぐにお知らせする旨案内があった。 

   

 


